
ははじじめめにに

私たちが暮らす鹿児島市には、緑豊かな山やきれいな川、海など素晴らしい環境があ

ります。

一方、私たちのまわりでは地球温暖化や酸性雨、オゾン層の破壊などの環境問題もあ

ります。この環境問題を解決していくためには、私たち一人ひとりが身近なところから

環境について考え、行動していくことが大切です。

鹿児島市では、学校において児童・生徒及び教職員等が一体となって、環境保全、資

源の有効利用など「環境にやさしい学校づくり」に取り組めるよう、平成 17 年度に「学

校版環境ＩＳＯ認定制度」を創設し、平成 18 年度から認定基準に適合した取り組みを

行っている学校を認定しています。

これまでに、鹿児島市立の全ての小・中学校 11７校と、鹿児島大学教育学部附属小・

中学校の計１１９校が認定を受け、この取り組みを実践しているところです。

また、認定の有効期限は 3 年間ですので、今年度は令和元年度に認定を受けた２９校

が更新審査を受け、取り組みが評価されて、引きつづき認定を更新されました。

この冊子では、その２９校の取り組み内容を紹介しています。みなさんも、これらを

参考に身近なところから環境について考え、行動してみましょう。
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１ 主な取り組み

桜島中学校は桜島の降灰の影響を常に受けるため，ボランティア活動として校門周辺の作業を毎朝

生徒会専門部で行っています。また、年に１回，ＪＲＣ活動として桜島フェリーターミナル周辺の清

掃活動を行っています。

リサイクル活動としては，生徒会を中心に専門部ごとに，ペットボトルキャップ，ベルマーク等の

回収や，節電・節水を呼びかけるポスターの作成を定期的に行っています。その他にも，各学級に古

紙回収ボックスを設置したり，牛乳パックのリサイクル活動をしたりしています。

３ 学校版環境ＩＳＯに取り組んで（生徒の声）

以前に比べて，環境ＩＳＯに対する意識が高まってきています。節電や節水，リサイクルなどにつ

いては，生徒会の目標として設定したり，ポスター制作を行ったりすることで，生徒全体が気持ちを

新たに取り組むことができています。生徒会が中心に活動することで，もっと有意義な活動ができる

と思います。「環境に対して自分たちで何ができるかを考えること」を当たり前のこととして，これか

らも取り組みを行っていきたいと思います。


	
	0002本文01-11
	0002本文12-21
	0002本文22-31
	0002本文32-41
	0002本文42-49




